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希
望
と
期
待
を
胸
に

執
行
部
よ
り
売
麿
利
用
券

が
贈
皇
さ
れ
た
。

四
月
十
二
日
に
は
生
徒

会

・
部
活
動
オ
リ

エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

生
徒
会
規
約
や
永
嶺
高
校

で
の
生
活
の
仕
方
に
つ
い

て
の
説
明
が
あ
っ
た
「

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は

生
徒
会
執
行
部
で

一
年
次

生
向
け
に

「執
行
部
イ
ン

タ
ー
ン
」
が
始
ま
る
こ
と

か
ら
、
生
徒
会
活
動
に
興

味
の
あ
る
人
は
積
極
的
に

参
加
し
て
は
し
い
と
の
呼

び
か
け
が
行
わ
れ
た
。

四
月
十
日
、
第
二
回
入

学
式
が
行
わ
れ
二
八
〇
名

が
入
学
し
た
。
年
次
主
任

の
伊
丸
岡
圭

一
先
生
を
先

頭
に
新
入
生
は
緊
張
し
た

面
持
ち
で
入
場
。
内
藤
佳

和
校
長
が
式
辞
を
述
べ
、

続
い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
同

窓
会
会
長
が
祝
辞
を
述
ベ

永
嶺
高
第

ニ

た
。
新
入
生
代
表
の
宣
誓

で
は

一
年
七
組
の
西
山
そ

ら
さ
ん
が

「
今
日
か
ら
新

入
生
と
し
て
の
誇
り
と
自

覚
を
持
ち
、
旭
川
永
嶺
高

校
の
名
に
恥
じ
な
い
立
派

な
高
校
生
と
し
て
の
本
分

を
守
り
ま
す
」
と
宣
誓
を

し
た

口
入
学
式

翌
日
に
は
生
徒
会
主
催

の
対
面
式
が
六

・
七
校
時

に
開
か
れ
、
〇
×
ク
イ
ズ

が
行
わ
れ
た
。
永
嶺
高
校

全
体
に
関
す
る
問
題
や
、

一
年
次
生
の
担
任
団
の
先

生
方
か
ら
自
身
に
関
す
る

問
題
な
ど
が
出
さ
れ
、
新

入
生

・
在
校
生
と
も
に
ク

イ
ズ
を
楽
し
ん
だ
。
全
問

正
解
し
た
人
に
は
生
徒
会

新
入
生
入
場
の
よ
う
す
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今
年
度
よ
り
生
徒
会
執
行
部
で

新
た
に

「執
行
部
イ
ン
タ
ー
ン
」

が
始
ま
る
。
こ
れ
は
、
正
式
な
執

行
部
役
員
で
は
な
い
が
、
秋
の
生

事
を
体
験
す
る
取
り
組
み
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
生
徒
会
担
当
の
坂

和
彦
先
生
に
概
一要
を
聞
い
た
。

「生
徒
会
執
行
部
の
仕
事
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
ま
だ
入
学

し
て
間
も
な
い
頃
か
ら
生
徒
会
の

仕
事
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
、
将

来
活
動
し
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い

企
画
し
た
」
と
執
行
部
イ
ン
タ
ー

ン
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
を
語
る
ｃ
昨
年
の
生
徒
会
役
員

選
挙
で
は
、
立
候
補
者
が
少
な

く
、
多
く
の
生
徒
に
生
徒
会
を

知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、

「執

行
部
役
員
と
生
徒
と
の
間
の
壁
を

払
い
た
い
」
と
の
思
い
も
あ
っ
た

そ
う
だ
。
仕
事
内
容
と
し
て
は
、

募
金
活
動
へ
の
参
加
や
あ
い
さ
つ

運
動
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
分
別
の
呼

び
か
け
を
執
行
部
役
員
と
と
も
に

行
う
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
。
執

行
部
イ
ン
タ
ー
ン
に
は
誰
で
も
参

加
が
で
き
、
特
に
生
徒
会
活
動
に

興
味
が
あ
る
人
、
協
力
し
て
み
た

い
と
思
う
生
徒
は
是
非
来
て
は
し
一

い
そ
う
だ
。
坂
先
生
は
最
後
に

「生
徒
に
と
っ
て
良
い
環
境
を
作

る
の
は
先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ

る
が
、
生
徒
自
身
が
作
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
。
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
学
校
生
活
が
良
く
な
る
か
課
題

意
識
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い
」
と
話
し
て
く
れ
た
「

本
校
に
は
今
年
度
、
十
四
名

の
先
生
が
着
任
さ
れ
た
。
新
聞

局
で
は
、
着
任
さ
れ
た
先
生
方

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
自
己
紹
介
し
て
頂
い
た
。

①
趣
味

②
特
技

③

永
嶺
生
に
望
む
こ
と

。

メ
ッ
セ
ー
ジ

宍
戸
雅
博
先
生

（
■
年

３
組
担
任
）
、
社
会

①

（ア
キ
レ
ス
腱
を
切

る
前
）
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

毎
日
歩
く
こ
と

②
関
節
を
外
せ
る
、
中

国
四
千
年
の
気
孔

（？
）

③
年
を
重
ね
た
時
、
自

分
を
支
え
る
も
の
は
若
い

時
に
頑
張

っ
た
自
分
の
頑

張
り

， で
す
。

加
藤
識
泰
先
生

（
■
年

４
組
担
任
）
、
理
科

①
家
庭
菜
園

②
そ
ば
打
ち

③
部
活
に
燃
え
て
い
る

イ
メ
ー
ジ
が
ぁ

っ
た
が
、

も

っ
と
も

っ
と
打
ち
込
ん

で
み
て
は
１
！

藤
田
克
己
先
生

（■
年
７

組
副
担
任
）
、
社
会

①
釣
り

③
自
分
に
と
こ
と
ん
挑
戦

し
て
み
て
下
さ
い
。
大
き
な

可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

新
任
先
生
勢
揃
い

十
四
名
か
ら
永
嶺
生
へ
〓
雷

那
須
め
ぐ
み
先
生

（
■

年
２
組
担
任
）
、
英
語

①
野
球
鶴
戦

②
ピ
ア
ノ
演
奏
で
し
た

③
¨
若
さ
”
は
最
大
の

武
器
で
す
。
今
し
か
で
き

な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
く
だ
さ
い
！
！

矢
部
美
香
先
生

（
■
年

５
組
担
任
）
、
体
育

・
①
ジ
ョ
ギ
ン
グ

（
犬
の

散
歩
を
兼
ね
て
）

②
泳
ぐ
こ
と

③
今
し
か
で
き
な
い
こ

と
に
熱
中
し
■
下
さ
い
！

佐
藤
理
河
先
生

（
■
年

６
組
担
任
）
、
数
学

①
北
海
道
日
本

ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
応
援

②
や
る
べ
き
こ
と
を
忘

れ
る
。
そ
し
て
す
ぐ
あ
や

ま
る
。

③
何
に
で
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ほ
し
い
。
自
分
の

意
見
を
ハ
ッ
キ
リ
言
え
る

高
校
生
で
あ

っ
て
は
し

い
。角

田
麻
衣
子
先
生

（
２

年
５
組
副
担
任
）
、
英
語

①
読
書

・
音
楽

。
映
画

鑑
賞③

人
と
の
出
会
い
を
大

切
に
し
、
高
校
生
活
を
過

こ
し
て
く
だ
さ
い
。

近
江
谷
優
介
先
生

（２
年

３
組
副
担
任
）
、
理
科

①
強
い
て
あ
げ
れ
ば
、
ス

ポ
ー
ツ
観
戦
で
し
ょ
う
か
。

③
若
輩
者
で
、
未
熟
者
で

は
あ
り
ま
す
が
、

一
生
懸
命

努
力
す
る
所
存
で
す
。
ど
う

か
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

ま

ｔ

越
前
友
博
先
生

（
２
年

７
組
副
担
任
）
、
体
育

①
釣
り

②
特
に
な
い
が
、
冬
場

は
先
生
た
ち
と

ア
イ

ス

ホ
ッ
ケ
ー
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

③
輪
を
大
切
に
し
て
、

夢
に
向
か

つ
て
走

っ
て
く

だ
さ
い
。

伊
地
知
正
治
先
生

（
２

年
６
組
副
担
任
）
、
数
学

①
映
画
鑑
賞

②
ど
こ
で
も
寝
れ
る

③
何
で
も
す
ぐ
に
諦
め

な
い
事
。
や
れ
ば
で
き
る

と
信
じ
る
事
。
高
い
目
標

に
向
か

っ
て
頑
張

っ
て
下

さ
い
！

高
須
美
津
也
先
生

（
２

年
２
組
副
担
任
）
、
情
報

①
写
真

・
ド
ラ
イ
プ

・

ツ
ー
リ
ン
グ
な
ど

③
思

つ
た
時
が
チ
ャ
ン

ス
の
時
。
時
を
逃
さ
ず

に
１

山
下

一
也
先
生

（２
年
４

組
副
担
任
）
、
社
会

①
温
泉
巡
り

・
旅
行

③
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
高

い
能
力
を
持
っ
て
い
る
生
徒

が
多
い
の
で
、
自
分
の
優
れ

た
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
、
自
分

の
”
武
器
”
と
な
れ
ば
自
信

を
持
っ
て
歩
む
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

高
橋
勇
人
先
生

（３
年
■

組
副
担
任
）
、
英
語

①
犬
の
散
歩

③

一
緒
に
英
語
を
が
ん
ば

ろ

つ
，
・

小
谷

史
生
実
習
助
手

①
読
書

（
主
に
ミ
ス
テ

リ
ー
小
説
、
東
野
圭
吾

・

湊
か
な
え

。
有
川
浩
）
、

ド
ラ
イ
ブ
、
寝
る
事

（
ど

こ
で
も
寝
れ
る
、
風
呂
で

協
れ
か
け
た
こ
と
も
）

②
ア
ル
ト
ナ
ッ
ク
ス
が

吹
け
る

（
十
年
の
プ
ラ
ン

ク
あ
り
）
、
書
道
五
段

③
凌
雲
を
引
き
ず

ら

ず
、
新
し
い
高
校
と
し
て

伝
統
を
つ
く

っ
て
い

っ
て

ほ
し
い
。
そ
し
て
、
何
事

に
も
自
主
的
に
行
動
を
。
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夢

一

進学学習室 I:個別ブースが設

けられた自習島

使用ルールを守り、試験前など

には有効活用 !

進学学習室‖:大学・専門学校

その他の資料や、大学入試問題

ガ置かれている。

進目指導室 :進路指導部の先生

4名ガ常L        ‐

准曖のことで相談があつたらこ

こへ。

以見、承嶺高鮫の鮫舎案内

校含平面図            _4 階

儘

本0、 5校時参観0
ウラ20教科・ 先生は ,
′下記0盪ι)

1‐ 1:数学 A :山 田 (書1)先生

1-2:国 語総合 伊丸岡先生

1-3:現 代社会 宍戸先生

1-4:生 物基礎 加藤先生   :
1-5:保 健   矢部先生

1-6:生 物基礎 竹田先生

1-7:物 理基礎 吉田先生

2■ 1:数学 B  山田 (温)先生

'-2:現
代文  牧野先生

■2-3～ 2,Sは 選択授業

(倫理・ 生物研究・化学基職

生物研究 :2-3:牛 久保先生   ・

倫理 :?L4■ 藤田先生  1 ‐  :
化学基礎 :2-5:川 越先生

■2-6～ 2-7は コミュニケ→ョン英語 I

2-6:岸 田先生

2-7:渡 辺先生

3B教室 :角 田先生

3-1:情 報 :大川先生

3-2:古 典 :森先生

,-3:現代文 :阿部先牛

3‐ 4■ コミュニ■シツ英語lll i星谷先生
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